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小金井市男女共同参画情報誌

P6～

P10～

P8～

「
農
の
喜
び
、
仲
間
と
共
に
」P2～

〜
東
京
農
工
大
学
女
性
未
来
育
成
機
構
の
取
り
組
み
〜

で学
ぶ

小
金
井

国
際
比
較

「
ス
テ
キ
な
女
性

　
ス
テ
キ
な
男
性
」

第
26
回

こ
が
ね
い
パ
レ
ッ
ト

〜
体
験
型
市
民
農
園
・
ベ
ル
フ
ァ
ー
ム
を
訪
ね
て
〜

み
の
り

「
国
際
結
婚
と
は
」

37
特
別
企
画お野菜の『ささっとレシピ』ご紹介

簡単！早い！おいしい！

P4～

「
理
系
っ
て
、
お
も
し
ろ
い
！
」

〜
喜
多
バ
ー
ジ
ニ
ア
さ
ん
・

　
宏
行
さ
ん
ご
夫
妻
に
聞
く
〜

〜
気
持
ち
も
体
も
美
し
く
、

　
　
オ
シ
ャ
レ
に
生
き
る
〜
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「
ベ
ル
フ
ァ
ー
ム
」
っ
て
ど
ん
な

所
で
す
か
？

　

30
代
か
ら
60
代
の
方
が
ペ
ア
で
来
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
１
年
を
通
じ
夏
・
秋

冬
野
菜
各
10
品
目
を
栽
培
し
、
私
が
そ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
い
ま
す
。
定
員
は
30
名
な

の
で
す
が
、
利
用
者
は
毎
年
更
新
さ
れ
る
方

が
多
く
、
現
在
で
も
10
名
位
が
空
き
待
ち
の

状
況
で
す
。

　
「
収
穫
祭
」
は
、
７
月
と
12
月
の
年
２
回
、

「
大
根
品
評
会
」
も
す
る
ん
で
す
よ
。「
収
穫

祭
」
で
は
、
参
加
者
が
一
品
料
理
を
持
ち
込

む
の
と
、
自
ら
の
手
で
栽
培
し
た
自
慢
の
野

本
園
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け

は
？

　

我
が
家
は
先
祖
代
々
の
農
家
で
、
野
菜
生

産
、
養
豚
業
、
苗
木
生
産
を
経
て
、
今
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
が
、
時
代
の
流
れ
も
あ
り
、

新
た
な
農
業
の
転
換
を
図
り
、
鮮
度
豊
か
な

野
菜
を
多
く
の
家
庭
に
提
供
出
来
る
地
産
地

消
型
の
「
体
験
型
市
民
農
園
」
を
５
年
前
に

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
開
設
に
あ

た
っ
て
は
、
市
か
ら
の
お
勧
め
も
あ
り
ま
し

た
。

「
農
の
喜
び
、
仲
間
と
共
に
」

〜
体
験
型
市
民
農
園
・
ベ
ル
フ
ァ
ー
ム
を
訪
ね
て
〜

み
の
り

特
別
企
画土

の
耕
し
か
ら
種
ま
き
、
そ
し
て
収
穫
ま
で
、
良
き
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
導
の
も
と
に
体
験
出
来
る
体
験
型
市

民
農
園
・
べ
ル
フ
ァ
ー
ム
の
園
主
で
あ
る
鈴
木
由
美
子

さ
ん
を
訪
ね
、
同
園
開
設
の
動
機
か
ら
参
加
者
の
声
、

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
夢
な
ど
〝
熱
い
思
い
〞
を
伺
い

ま
し
た
。

　体験型市民農園とは、農家が開設した農園で園主の指

導のもと、種まきから苗の植え付け、収穫までを体験でき、

参加者は、入園料・収穫物代金を支払い、毎週の「講習会」

を受講、自らの区画（30㎡）内で作業を行う。参加者は、

農家のプロの指導と利用者間の交流が得られ、一方農家

にとっては、農業経営の安定化のメリットがある。市内

には、２ヶ所の体験型市民農園があり、事前に市に申し

込む。

MEMO

特
別
企
画

鈴木由美子さん
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菜
を
使
っ
て
料
理
を
し
ま
す
。
利
用
者
間
の

交
流
の
場
と
し
て
も
人
気
で
す
ね
。
ま
た
、

冬
場
に
は
餅
つ
き
も
す
る
ん
で
す
。
採
り
た

て
の
大
根
と
、
つ
き
た
て
の
お
餅
と
の
バ
ラ

ン
ス
は
抜
群
で
す
。

女
性
農
業
者
と
し
て
の
ご
苦
労

は
？

　
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
転
や
ら
、
大
量
の

肥
料
の
運
搬
、
農
器
具
の
修
理
な
ど
大
変
で

す
が
、
補
修
は
大
工
さ
ん
に
頼
ん
だ
り
、
息

子
（
近
郊
に
在
住
）
や
元
気
な
男
性
参
加
者

の
助
け
な
ど
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
は
、
特
に
問
題
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
む

し
ろ
女
性
ゆ
え
、
野
菜
を
ベ
ー
ス
に
し
た
料

理
の
話
な
ど
出
来
ま
す
し
ね
。
指
導
者
と
し

て
は
、「
女
性
の
方
が
い
い
」
と
言
っ
て
く

れ
る
人
も
い
ま
す
。

ど
ん
な
野
菜
を
作
っ
て
い
る
ん

で
す
か
？

　
夏
野
菜
と
し
て
、
主
に
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ

ト
（
大
玉
、
小
玉
）、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
茄
子

な
ど
で
す
。
秋
口
か
ら
冬
に
向
け
て
は
、キ
ャ

ベ
ツ
、白
菜
、大
根
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
な
ど
で
、
20
品
目
く
ら
い
を
目
途
と

し
て
い
ま
す
が
、
こ
ど
も
ピ
ー
マ
ン
、
変
わ

り
カ
リ
フ
ラ
ワ―

、
ワ
サ
ビ
菜
、
甘
長
唐
辛

子
（
満
願
寺
）
な
ど
変
わ
っ
た
品
種
へ
の
挑

戦
も
し
て
い
ま
す
。

野
菜
づ
く
り
の
コ
ツ
は
？

　
急
が
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
丁
寧
に
作
業
す
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

農
園
運
営
に
あ
た
り
、
心
が
け

て
い
る
事
や
苦
労
は
あ
り
ま
す

か
？

　
近
隣
が
住
宅
地
で
も
あ
り
、
殺
虫
剤
の
散

布
や
悪
臭
が
す
る
肥
料
の
施
肥
は
控
え
た

り
、
休
耕
時
、
強
風
で
舞
い
上
が
る
土
埃
が

周
り
の
住
宅
に
及
ば
な
い
よ
う
に
気
を
使
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
無
農
薬
栽
培
を
心
掛
け

て
い
る
の
で
、
野
菜
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
芯
食

い
虫
、
根
切
り
虫
な
ど
が
発
生
し
ま
す
が
、

小
ま
め
に
皆
さ
ん
と
退
治
し
て
い
ま
す
。

市
の
農
業
の
現
状
と
農
政
に
対

す
る
思
い
は
？

　
兼
業
も
含
め
、
農
家
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

残
念
な
こ
と
で
す
が
、
農
業
収
入
の
減
少
や

相
続
な
ど
で
、
農
地
を
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト

へ
転
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
現
状
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
市
と
し
て
、
認
定
農
業
者

制
度
の
導
入
や
農
地
を
生
産
緑
地
に
追
加
指

定
す
る
な
ど
、
農
地
を
保
全
す
る
策
も
講
じ

ら
れ
て
い
ま
す
が
・
・
・
。

　市内の総農家数は、昭和 45 年には 346 戸だったが、

平成 22 年には 169 戸で 51.2％も激減した。一方、農地

面積についても、平成 17 年には 893.081 ㎡だったが、

平成 22 年には 809.357 ㎡となり減少傾向にある。また、

生産緑地面積も、平成 17 年には 738.075 ㎡だったが、

平成22年には677.720㎡となり、これも減少気味である。

　市が実施した市民アンケートでは、約７割の市民が農

地の保全の必要性を感じている。

MEMO

　市は、女性農業者に向けて、農業振興計画（平成 23年３月）

の市施策の展開の中で、『多様な担い手の育成では、女性や

高齢者の参画が必要で、女性農業者がいきいきと働き、ゆ

とりをもって農業で活動できる環境づくりに向けて、家族

経営協定の締結の推進と女性農業者が行う農産物や農産物

加工品の販売は、消費者との相互理解、農産物の需要拡大

や就業機会の創出などの経済的効果が期待できるため、女

性の起業活動を支援する。』との内容を記述している。

MEMO
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こ
れ
か
ら
の
「
ベ
ル
フ
ァ
ー
ム
」

へ
の
想
い
と
夢
は
？

　

長
男
が
農
学
部
を
卒
業
後
調
理
師
の
免
許

も
取
得
し
た
こ
と
も
あ
り
、
無
農
薬
野
菜
を

メ
イ
ン
と
し
た
江
戸
東
京
野
菜
や
ベ
ル

フ
ァ
ー
ム
産
の
野
菜
を
使
用
し
た
、
地
域
と

密
着
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
を
将
来
開
け
た
ら
、

と
考
え
て
い
る
ん
で
す
。
３
人
の
孫
た
ち
も

こ
こ
で
土
ま
み
れ
で
戯
れ
て
い
ま
す
し
、
家

族
で
何
か
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

大根サラダ
　素早く簡単につくれるサラダです。
子どもにも食べやすい味付け！

１　大根を細めの千切りして、お皿に盛
る。

２　つゆの素とごま油を１：１で混ぜ合
わせ、大根サラダにかける。

３　細切りにした韓国のりをのせて、で
きあがり！！

　・大根
　・韓国のり
　・つゆの素
　・ごま油

〈作り方〉

〈材　料〉

さつまいもの豚汁
　里いもの代わりに

さつまいもを入れるのがポイント！
さつまいもの甘さにはまる豚汁です。

１　材料を食べやすい大きさに切る。
２　さつまいも、ごぼうは水に浸し、こんにゃ
くは下茹でしアク抜きする。

３　豚肉、にんじん、大根、さつまいも、ご
ぼう、こんにゃくをだし汁で煮る。

４　煮だってきたらアクを取り具材が軟らか
くなるまで煮る。

５　長ねぎ、味噌を加えて、できあがり！！

　・さつまいも　　・ごぼう
　・こんにゃく　　・豚肉
　・にんじん　　　・大根
　・長ねぎ　　　　・味噌

〈作り方〉

〈材　料〉

　・上記の炒めた材料　
　・小麦粉・・・・・大さじ１杯
　・牛乳・・・・・・５００ｃｃ
　・水・・・・・・・２００ｃｃ
　・生クリーム・・・・５０ｃｃ
　・塩、コショウ・・・・・適量

簡
単
！
早
い
！
お
い
し
い
！

鈴
木
由
美
子
さ
ん
か
ら
、

お
野
菜
の『
さ
さ
っ
と
レ
シ
ピ
』ご
紹
介
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取
材
に
訪
れ
た
日
は
、
真
冬
な
が

ら
「
小
春
日
和
」
で
し
た
。
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
や
白
菜
に
降
り
注
ぐ
温
か
な

太
陽
の
光
と
、
鈴
木
さ
ん
が
指
導
者

と
し
て
「
私
の
財
産
は
野
菜
と
人
」

と
語
る
温
か
な
ま
な
ざ
し
が
、
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、「
冬
場
の

利
用
者
間
交
流
で
行
わ
れ
る
餅
つ
き

の
あ
と
、
採
り
た
て
の
大
根
と
つ
き

た
て
の
お
餅
と
の
バ
ラ
ン
ス
は
抜
群

で
す
」
と
の
鈴
木
さ
ん
の
お
話
し
に
、

聞
き
手
の
我
が
レ
ポ
ー
タ
ー
も
思
わ

ず
〝
ご
く
り
！
〞
。
参
加
者
と
過
ご

す
触
れ
合
い
の
時
間
を
楽
し
そ
う
に

語
る
鈴
木
さ
ん
の
満
足
感
溢
れ
る
お

顔
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
家
族
と
歩
む

で
あ
ろ
う
農
業
へ
の「
道
」と「
夢
」が
、

確
か
な
道
の
り
で
叶
え
ら
れ
る
こ
と

を
願
っ
た
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。（

吉
）

取
材
を
終
え
て

芽キャベツのコンソメスープ

１　なべに水、コンソメキューブを入れて、温
める。

２　なべに炒めた材料を加え、火が通ったら、
皿に盛る付ける。

※　お好みでスライスチーズをのせると、とろ
けて一層おいしくなります！

　・上記の炒めた材料　
　・コンソメキューブ・・・２個
　・水・・・・・・・７５０ｃｃ
　・塩、コショウ・・・・・適量
　・スライスチーズ・・・・適量

〈作り方〉

〈材　料〉
芽キャベツのクリームシチュー

１　なべに炒めた材料を入れて、小麦粉をふり
かけて炒める。

２　水、牛乳を加え、火が通ったら、生クリー
ムを加える。

※　塩、コショウでお好みの味に整えてくださ
い！

　・上記の炒めた材料　
　・小麦粉・・・・・大さじ１杯
　・牛乳・・・・・・５００ｃｃ
　・水・・・・・・・２００ｃｃ
　・生クリーム・・・・５０ｃｃ
　・塩、コショウ・・・・・適量

〈作り方〉

〈材　料〉

芽キャベツの炒め物
１　材料を食べやすい大

きさに切る。
２　フライパンにオリー

ブオイル（サラダ油）
を温め、材料をよ～
く炒める。

３　フライパンにふたを
して、蒸してから、
塩・コショウで味を
調える。

　・芽キャベツ・・・小１６個　・かぶ・・・・・・・小８個
　・たまねぎ・・・・・中１個　・にんじん・・・・・中１本
　・とりもも肉・・・・・１枚　・塩、コショウ・・・・適量

〈作り方〉

〈材　料〉４人分

　芽キャベツの炒め物をそのまま食べてもおいしいですが、コンソメ
の素を入れて芽キャベツのコンソメスープに、牛乳・生クリームを入
れてクリームシチューにするなど、多めに作ると重宝します。
　芽キャベツの旬は１２月～３月のため、それ以外の季節はブロッコ
リーやカリフラワーで代用できます。おいしく作るポイントは「よ～く、
炒めること」です。

芽キャベツの炒め物の応用レシピ芽キャベツの炒め物の応用レシピ



援
で
す
。
こ
れ
は
女
性
研
究
者
向
け
で
、
研

究
者
と
し
て
教
育
や
研
究
の
停
滞
を
回
避

し
、
研
究
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
に
工
夫
し

て
い
ま
す
。
第
４
は
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の

環
境
機
構
の
整
備
で
、
大
学
の
シ
ス
テ
ム
改

革
を
目
標
に
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
21
年
か
ら
は
、
女
性
未
来
育

成
機
構
を
設
置
し
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
門
、

キ
ャ
リ
ア
加
速
部
門
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
部
門

の
３
部
門
構
成
に
し
、
同
年
５
月
か
ら
文
部

科
学
省
の
補
助
金
を
使
い
、「
理
系
女
性
の

キ
ャ
リ
ア
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
採
択
し
ま

し
た
。
ま
た
、農
工
大
学
独
自
の
経
費
に
よ
っ

て
、
農
工
大
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ア
ク
シ
ョ
ン
「
１

プ
ラ
ス
１
」
も
開
始
し
、
女
性
研
究
者
の
加

速
的
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

常
勤
の
教
授
・
准
教
授
・
講
師
・
助
教
に
女

性
を
採
用
し
た
場
合
、
そ
の
当
該
専
攻
に
、

プ
ラ
ス
１
名
分
の
人
件
費
を
支
給
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
独
自
の
採
用
と
新
規

の
採
用
を
合
わ
せ
て
、
平
成
25
年
度
に
は
目

標
と
し
て
女
性
教
員
採
用
比
率
が
25
％
に
な

る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
、

平
成
24
年
度
で
は
、
教
員
が
４
２
３
人
中
女

性
は
49
人
で
し
た
。
職
員
は
１
５
０
人
中
47

人
、
技
術
職
員
は
58
人
中
12
人
で
す
。
女
性

教
員
の
数
は
１
割
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
平
成
20
年
度
か
ら
４
年
間
で
約
倍
増
し

た
も
の
で
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
成
功
し
て

い
る
と
み
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

女
性
研
究
者
の
教
育
力
・
研
究
力
養
成
で

は
、①
教
育
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
、②
安
全
・

安
心
・
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
行
っ
て

お
り
、
平
成
21
年
か
ら
毎
年
、
セ
ミ
ナ
ー
や

研
究
報
告
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

支
援
・
環
境
整
備
で
は
、①
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

支
援
と
し
て
、
メ
ン
タ
ー
制
度
や
女
子
中
高

生
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
、②
卒
業
生
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、③
出
産
・
育
児
・
介
護
支
援
、

④
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
環
境
整
備
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
ま
す
。

「
１
プ
ラ
ス
１
」
な
ら
び
に
出
産
・

育
児
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

農
工
大
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
「
１
プ

ラ
ス
１
」は
、
独
自
の
も
の
で
あ
り
、
他
の
大

学
等
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。通

常
で
採
用
に
な
っ
た
場
合
も
、
女
性
を
１
名

採
用
し
た
ら
、
そ
の
専
攻
に
人
件
費
を
１
人

分
与
え
る
（
２
年
間
）
と
い
う
の
は
、
魅
力
的

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。男
女
で
業
績
が
同
じ
場

合
は
、
女
性
を
採
用
す
る
。そ
う
す
る
と
、
も

女
性
未
来
育
成
機
構
の
成
り
立
ち

に
つ
い
て

　

平
成
18
年
に
文
部
科
学
省
か
ら
、「
科
学

技
術
振
興
調
整
費
・
女
性
研
究
者
支
援
モ
デ

ル
育
成
事
業―

理
系
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択
さ
れ
、女
性
キ
ャ

リ
ア
支
援
・
開
発
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
３
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、

４
つ
の
分
野
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
第
１
は
、

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
支
援
で
あ
り
、
女
子
中
高
生
、

女
子
学
生
に
理
系
の
分
野
の
魅
力
を
発
信
す

る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
現
在
も
続
い
て
お
り
、

夏
休
み
に
「
女
子
中
高
生
の
た
め
の
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
、
行
っ
て
い
ま
す
。
10

時
か
ら
16
時
ま
で
の
一
日
間
で
、
女
性
研
究

者
の
講
演
と
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
な
り
、

後
者
で
は
自
ら
経
験
し
て
理
系
の
楽
し
さ
が

わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
の

方
も
同
時
に
参
加
し
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

間
に
、
進
学
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
農

学
と
工
学
、
両
方
の
様
子
が
分
か
る
と
こ
ろ

が
人
気
で
す
。

　

第
２
は
卒
業
生
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

り
、
女
性
卒
業
生
の
復
学
や
復
職
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
第
３
は
出
産
・
育
児
・
介
護
支

で学
ぶ

小
金
井

宮
浦
千
里
教
授
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

〜
東
京
農
工
大
学
女
性
未
来
育
成
機
構
の
取
り
組
み
〜

「
理
系
っ
て
、
お
も
し
ろ
い
！
」

「
理
系
の
女
性
」と
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
、こ
の
言
葉
が
出
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か
？
１
９
８
５
年
に
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
で
き
、
１
９
９
７
年
、
２
０
０
７

年
と
改
正
さ
れ
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
へ
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
、
理
科
系
の
女
性
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
こ
と
に
、
焦
点
が
絞
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
薬
学
系
、
家
政
系
（
理
系
で
す
）
は
女
性
が
多
い
で
す
し
、
医
学
系
も
増
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
工
学
系
や
農
業
系
、
理
学
系
な
ど
に
は
ま
だ
ま
だ
女
性
が
少
な
い
と
し
て
、
政
府
を
は

じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
大
学
に
お
い
て
も
、
理
系
の
女
性
を
増
や
そ

う
と
、
い
ろ
い
ろ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
国
立
大
学
法
人
東
京
農
工
大
学
は
、
理

系
の
女
子
学
生
を
増
や
す
と
と
も
に
、
理
系
の
研
究
者
を
増
や
そ
う
と
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
女
性
未

来
育
成
機
構
の
機
構
長
で
あ
る
、
宮
浦
千
里
先
生
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

6
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う
一
人
分
お
金
が
も
ら
え
る
と
い
う
の
は
、

専
攻
に
し
て
み
る
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
。ま
た
、
こ
の
場
合
、
毎
年「
女
性

限
定
公
募（
１
名
）」を
し
て
お
り
、
女
性
教
育

が
定
着
し
て
く
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、意
識
が
変
化
し
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
出
産
・
育
児
の
支
援
と
言
う
の
は
、

産
休
を
取
っ
た
時
、
そ
の
空
い
た
時
間
に
、

ポ
ス
ド
ク
（
博
士
号
を
持
つ
研
究
員
）
を
、

大
学
の
費
用
で
、
６
ヶ
月
間
、
雇
う
事
が
で

き
る
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
自
分
の
研
究
の

穴
埋
め
を
し
て
く
れ
る
人
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
産
休
を
取
り
易
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
女
性
教
員
が
出
産
等
で
い
な
く
な

る
期
間
が
あ
っ
て
も
、
う
ま
く
動
け
る
よ
う

な
組
織
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
保
育
所
も
あ
り
、
女
性
研
究
者
が
安

心
し
て
自
分
の
研
究
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

東
京
農
工
大
学
の
現
在

　

農
工
大
学
の
学
生
数
は
、
農
学
部
が
１
年

生
か
ら
４
年
生
ま
で
で
男
性
７
８
８
人
、
女

性
６
２
６
人
で
す
。
工
学
部
は
、
同
じ
く
男

性
２
，
０
５
５
人
、
女
性
４
６
５
人
で
す
。

大
学
院
で
は
全
部
で
男
性
１
，
４
２
７
人
、

女
性
４
５
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
学
部

の
女
性
の
人
気
は
高
く
、
大
学
院
の
学
生
数

は
男
性
２
３
７
人
に
対
し
て
、
女
性
も
１
５

０
人
い
ま
す
。
ま
た
、
学
部
の
農
学
部
の
中

に
は
獣
医
学
科
も
あ
り
、
男
女
比
は
５
対
４

と
な
っ
て
い
ま
す
。
反
対
に
工
学
部
は
ま
だ

ま
だ
女
性
の
数
は
多
く
は
な
く
、
全
体
の
約

１
８
．
５
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

生
命
工
学
科
並
び
に
化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
科

な
ど
は
女
性
も
多
く
、
約
30
〜
40
％
で
す
。

　

平
成
24
年
度
の
入
学
状
況
を
み
る
と
、
学

部
で
は
農
学
部
男
性
１
６
１
人
、
女
性
１
５

６
人
、
工
学
部
男
性
４
３
７
人
、
女
性
１
２

２
人
と
、
農
学
部
は
女
子
学
生
が
以
前
よ
り

増
え
て
い
ま
す
。
進
路
状
況
は
男
女
で
あ
ま

り
差
は
な
い
の
で
す
が
、
農
学
部
は
就
職
率

が
４
０
．
２
％
、
工
学
部
で
は
１
６
．
９
％

で
あ
り
、
残
り
は
ほ
と
ん
ど
が
大
学
院
進
学

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
の
研
究
者
も
、
着
実
に
出
て
お
り
、

女
性
未
来
育
成
機
構
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

載
っ
て
い
た
方
々
は
、
11
名
で
、
助
教
、
あ

る
い
は
講
師
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に

　

宮
浦
先
生
は
学
長
補
佐
と
い
う
学
長
の
近

く
に
い
る
職
に
つ
い
て
お
り
、
大
学
の
意
識

や
あ
り
方
を
大
学
の
全
員
に
説
明
し
易
い
と

い
う
事
が
あ
る
そ
う
で
す
。
男
性
の
反
応
を

聞
く
と
、
農
工
大
学
で
は
あ
ま
り
反
対
の
声

は
聞
か
れ
な
い
そ
う
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
教

員
人
事
は
厳
し
い
し
、
女
性
も
そ
れ
だ
け
の

力
が
あ
る
人
な
の
で
、
不
満
は
出
な
い
と
い

う
事
で
し
た
。
た
だ
１
年
目
に
、
外
部
か
ら

の
声
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
は
丁
寧

に
説
明
し
て
い
っ
た
ら
、
次
か
ら
は
な
く

な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

最
後
に
宮
浦
先
生
よ
り
若
い
学
生
さ
ん
に

向
け
て
、「
理
系
っ
て
面
白
い
の
よ
。
男
性

も
女
性
も
、
一
度
遊
び
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
東
京
農
工
大
学
で
の
対
策

は
、
全
国
で
も
初
め
て
の
こ

と
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
れ
だ

け
力
を
入
れ
て
い
る
の
だ
な

と
い
う
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。

宮
浦
先
生
は
力
強
く
、
ま
た

楽
し
げ
に
、
女
性
の
支
援
に

つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
り
、

若
か
っ
た
ら
、
絶
対
農
工
大

に
入
る
の
に
と
思
い
ま
し
た
。

（
佐
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
よ
り

東京農工大学女性未来育成機構のHPは下記よりご覧になれます。
http://www.tuat.ac.jp/~dan-jo/center/index.html

東京農工大学女性未来育成機構の女性研究者支援プログラム
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バ
ー
ジ
ニ
ア
さ
ん
が
日
本
で
暮

ら
す
こ
と
に
な
っ
た
、
き
っ
か

け
は
何
で
す
か
？

　

ミ
シ
ガ
ン
州
の
大
学
で
ス
ペ
イ
ン
語
を
学
び
、

チ
リ
に
２
年
住
み
帰
国
後
、
大
学
院
で
学
ん
で

い
た
時
に
同
級
の
宏
行
さ
ん
と
出
会
い
ま
し
た
。

彼
が
帰

国
す
る

こ
と
に

な

り
、

一
緒
に

つ
い
て

い
き
た

い
と
の

強
い
思

い
で
２
０
０
９
年
に
結
婚
後
、
来
日
し
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
８
月
か
ら
小
金
井
に
住
ん
で
い
ま

す
。結

婚
を
決
め
た
理
由
は
？
日
本

で
の
生
活
は
、い
か
が
で
す
か
？

　

彼
の
人
間
性
を
信
頼
し
て
い
ま
し
た
。
１
年

半
つ
き
あ
う
間
に
、
長
崎
の
ご
両
親
を
１
回
訪

ね
ま
し
た
。
日
本
で
暮
ら
す
心
配
よ
り
、
違
い

に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
玄
関
で

靴
を
脱
ぎ
、
廊
下
で
ス
リ
ッ
パ
を
履
き
、
畳
で

は
脱
ぎ
ま
す
ね
。
箸
の
使
い
方
は
難
し
い
で
す
。

麺
類
は
、
す
す
れ
ま
せ
ん
。
小
さ
い
頃
か
ら
音

を
立
て
て
食
べ
て
は
い
け
な
い
と
躾
け
ら
れ
た

の
で
。
日
本
の
習
慣
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長

崎
の
両
親
は
、
私
を
ハ
グ
し
て
く
れ
る
の
で
嬉

し
い
で
す
。

　

日
本
は
、
公
共
交
通
機
関
の
時
間
が
正
確
で

す
ね
。
車
が
な
く
て
も
ど
こ
へ
で
も
行
け
る
。

新
鮮
な
野
菜
や
果
物
が
手
に
入
り
、
地
元
の
野

菜
を
大
事
に
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
友
人
は
、

柚
子
や
み
か
ん
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。
イ

ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
は
、
長
い
距
離
を
運
ば
れ
て

く
る
の
で
新
鮮
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
デ
ィ

ア
ナ
は
、
広
大
な
土
地
、
広
い
道
路
、
大
き
な

家
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
ー
宏
行
さ
ん
は
、
い
か
が
で
す
か
ー

　

彼
女
の
家
族
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

良
く
取
り
、〝
愛
し
て
い
る
〞
と
言
葉
に
し
た

り
、
ハ
グ
を

し
た
り
し

て
、
深
い
愛

情
を
伝
え

合
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
し

た
。

　

渡
米
前
に

私
が
東
京
で

暮
ら
し
て
い

た
こ
ろ
、
バ

イ
ク
で
ツ
ー

リ
ン
グ
中
に
五
日
市
街
道
の
桜
並
木
を
見
た
時

か
ら
、
小
金
井
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
ん

で
す
よ
。

日
本
で
、
女
性
と
男
性
の
違
い

を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

　

仕
事
の
面
接
で
、〝
こ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
男

性
を
希
望
し
て
い
る
〞
と
言
わ
れ
シ
ョ
ッ
ク
で

し
た
。

　

日
本
は
、
テ
レ
ビ
の
サ
ッ
カ
ー
解
説
で
、
メ

イ
ン
解
説
者
は
男
性
で
サ
ブ
に
若
い
女
性
、
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
も
、
年
配
男
性
と
若
い
可
愛
い
女

の
子
と
い
う
起
用
が
目
立
ち
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

で
は
、
若
い
女
性
を
登
場
さ
せ
る
場
面
な
ら
男

性
も
若
い
で
す
し
、
年
配
女
性
も
多
く
起
用
し

ま
す
。

　
ー
宏
行
さ
ん
は
、
い
か
が
で
す
か
？
ー

　

僕
は
、
男
女
平
等
と
い
う
考
え
方
は
持
っ
て

い
る
し
、
家
事
も
や
る
ほ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

一
度
、
彼
女
が
家
に
い
る
時
間
の
長
い
時
期
に
、

「
年
賀
状
の
宛
名
書
き
は
女
性
が
や
っ
て
よ
」

と
言
っ
て
し
ま
い
、
猛
反
撃
さ
れ
ま
し
た
。（
時

間
の
あ
る
ほ
う
が
や
っ
て
、
と
言
う
べ
き
だ
っ

た
由
。）

　
ー
バ
ー
ジ
ニ
ア
さ
ん
、
宏
行
さ
ん
は

　
　
　
　
男
女
平
等
だ
と
思
い
ま
す
か
？
ー

　

早
く
帰
宅
し
た
ほ
う
が
食
事
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
宏
行
さ
ん
と
家
事
分
担
は
、
平
等
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
母
は
、
12
年
間
教
師
を
し
て
い

た
時
も
含
め
、
家
事
を
全
て
や
っ
て
い
て
、
父

は
仕
事
だ
け
で
す
。
母
の
世
代
に
多
い
パ
タ
ー

ン
で
す
。
母
に
は
、〝
あ
な
た
は
、
好
き
な
仕

事
に
つ
い
て
も
良
し
、
家
事
が
好
き
な
ら
家
事

に
専
念
す
る
も
良
し
〞
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
は
あ
り

ま
し
た
か
？

　

日
本
人
は
感
情
を
出
さ
な
い
と
思
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
実
際
は
違
う
と
思
い
ま
し
た
。
例
え

ば
、
テ
レ
ビ
に
出
演
さ
れ
て
い
る
タ
レ
ン
ト
さ

ん
た
ち
が
、Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
見
な
が
ら
涙
を
流
す
場

面
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
２
０
１
１
年
３
月
11

日
の
大
震
災
の
時
、
ご
近
所
の
方
が
心
配
し
て

喜
多
バ
ー
ジ
ニ
ア
さ
ん
・
宏
行
さ
ん
　
ご
夫
妻
に
聞
く

米
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
生
ま
れ

育
っ
た
バ
ー
ジ
ニ
ア
さ
ん
（
31
歳
）

と
、
長
崎
で
生
ま
れ
育
っ
た
宏
行

さ
ん
（
35
歳
）、
お
二
人
の
暮
ら

し
ぶ
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

比

国
際
比
較

『
国
際
結
婚
と
は
』
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訪
ね
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
一
人
で
家
に
い
て

怖
か
っ
た
の
で
、
大
変
感
謝
し
ま
し
た
。
そ
の

後
も
余
震
の
度
に
怖
く
て
、
５
月
に
一
週
間
ほ

ど
帰
国
し
ま
し
た
。
彼
は
、
な
ん
と
パ
ス
ポ
ー

ト
が
切
れ
て
い
て
一
緒
に
渡
米
で
き
な
か
っ
た

の
で
す
！
残
っ
た
彼
を
心
配
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
家
族
で
過
ご
す
時
間
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
以
前
、
彼
の
職
場
で
は
勤
務
時

間
が
長
か
っ
た
の
で
、
彼
は
仕
事
を
変
え
て
、

今
は
一
緒
に
食
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。教

育
へ
の
思
い
を
教
え
て
頂
け

ま
す
か
？

　
ー
バ
ー
ジ
ニ
ア
さ
ん
は
、

　
　
私
立
の
女
子
高
校
で
英
語
の
教
師
を

　
　
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
の

　
　『
生
活
日
本
語
教
室
』
で
は
、

　
　
日
本
語
を
学
ん
で
お
い
で
で
す
ね
ー

　

日
本
語
は
難
し
い
。
最
初
の
３
週
間
は
、
泣

き
た
い
思
い
で
し
た
。
特
に
漢
字
は
難
し
い
。

発
音
は
ス
ペ
イ
ン
語
と
似
て
い
ま
す
。
今
は
日

本
語
教
室
が
大
好
き
、
楽
し
く
通
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
の
生
徒
た
ち
は
、
問
題
行
動
を
起
こ
す

事
は
な
く
、
教
え
易
い
で
す
。
大
学
受
験
へ
向

け
て
テ
ス
ト
テ
ス
ト
で
、
よ
り
完
璧
を
求
め
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
テ
ス
ト

の
重
要
度
は
低
く
、
生
徒
同
士
が
、
ど
う
か
か

わ
っ
て
い
く
か
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
重
き
が

　

宏
行
さ
ん
が
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
さ
ん

に
真
摯
に
通
訳
を
し
、
彼
女
は
笑
顔

で
答
え
る
。
信
頼
で
結
ば
れ
た
素
敵

な
カ
ッ
プ
ル
で
し
た
。
イ
ン
デ
ィ
ア

ナ
州
で
の
結
婚
式
で
、
新
郎
は
当
日

ま
で
の
３
日
間
、
新
婦
に
会
う
こ
と

を
許
さ
れ
ず
（
縁
起
が
悪
い
と
さ
れ

る
）、
宏
行
さ
ん
は
、
当
日
初
め
て
新

婦
の
花
嫁
衣
装
を
見
て
感
動
し
た
そ

う
で
す
。
新
婦
と
そ
の
父
親
が
ダ
ン

ス
を
し
、
次
に
新
郎
と
そ
の
母
親
、

そ
し
て
新
婦
と
新
郎
が
踊
っ
て
お
開

き
と
な
る
。
黒
留
袖
を
着
て
踊
っ
た

長
崎
の
お
母
様
は
、
花
嫁
以
上
に
幸

せ
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。（

加
）

取
材
を
終
え
て

置
か
れ
ま

す
。

　

日
本
で
は
、

質
問
す
る
生

徒
は
少
な

い
。
半
数
は

英
語
で
質
問

し
て
き
ま

す
が
、
ネ
イ

テ
ィ
ブ
授
業

で
も
英
語
オ

ン
リ
ー
と
い

う
ル
ー
ル
は
な
い
の
で
、
日
本
語
で
の
質
問
も

受
け
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
そ
の
ま
ま
に

す
る
こ
と
が
一
番
良
く
な
い
で
す
。
生
徒
の
反

応
が
無
い
時
は
、
わ
か
ら
な
い
の
か
、
や
り
た

く
な
い
の
か
、
見
極
め
が
難
し
い
で
す
。
わ
か

っ
た
時
の
生
徒
の
顔
を
見
る
時
が
、
と
て
も
嬉

し
い
。
子
ど
も
た
ち
も
私
も
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
り

ま
す
。

　
ー
宏
行
さ
ん
も

　
　
教
師
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
ー

　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で
、
小
学

校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
教
え
て
い
ま
す
。

人
と
は
違
っ
て
良
い
、
で
き
る
で
き
な
い
よ
り

良
い
こ
と
を
伸
ば
し
て
い
く
と
い
う
考
え
を
、

学
校
も
家
庭
も
持
っ
て
い
ま
す
。
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
持
ち
、
問
題
を
考
え
さ
せ
る
力
を

育
て
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

算
数
・
国
語
な
ど
教
科
別
授
業
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
教
師
が
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
授
業
を
し
ま

す
。
今
年
度
は
「
発
明
」
と
い
う
テ
ー
マ
だ
と

す
る
と
、
乗
り
物
の
発
達
を
学
ぶ
中
で
、
距
離

で
算
数
を
教
え
た
り
、
理
科
的
要
素
を
組
み
込

ん
だ
り
し
ま
す
。

　

コ
ン
テ
ン
ト
ベ
ー
ス
（
ス
イ
ス
発
祥
の
内
容

重
視
型
教
育
）
と
い
う
方
式
で
、Ｉ
．Ｂ（
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ
カ
ロ
レ
ア
）
と
い
う
機

関
で
推
奨
し
て
い
ま
す
。

夢
は
何
で
す
か
？

　

家
族
を
増
や
し
た
い
（
ベ
ビ
ー
を
）。
広
い
庭

で
、
大
型
犬
も
一
緒
に
、
田
舎
で
暮
ら
し
た
い
。

　
ー
宏
行
さ
ん
は
？
ー

　

遠
い
将
来
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学

校
を
作
り
た
い
ん
で
す
。

　

発
展
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
に
教
育
の
場
を

作
り
、
そ
こ
で
教
師
を
続
け
た
い
で
す
。
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最
近
、
男
性
が
オ
シ
ャ
レ
に
対
し
て
関
心
を

高
め
て
い
ま
す
。
冒
頭
、
司
会
を
務
め
ら
れ
た

市
民
実
行
委
員
の
方
か
ら
、
平
成
21
年
度
に
内

閣
府
が
行
っ
た
「
高
齢
者
（
60
歳
以
上
）
の
日

常
生
活
に
関
す
る
意
識
調
査
」
の
結
果
を
み
る

と
、
男
性
の
オ
シ
ャ
レ
の
関
心
度
も｢

関
心
が

あ
る
」
の
項
目
が
、３
８
．
０
％
（
平
成
11
年
度
）

↓
４
７
．
９
％
（
平
成
21
年
度
）
に
増
加
し
て

い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
司
会
の
方
が
、
ス
タ
イ
リ
ス
ト
の

池
上
先
生
に

「
プ
ロ
か
ら
見

る
初
心
者
の

オ
シ
ャ
レ
ポ

イ
ン
ト
」
に

つ
い
て
伺
い

ま
し
た
。
先

生
は
、
結
婚

や
出
産
で
仕

事
を
離
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
や
は
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
こ
の
仕
事
が
大

好
き
で
、
戻
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

先
生
か
ら
「
オ
シ
ャ
レ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
１

度
に
全
部
を
変
え
よ
う
と
せ
ず
無
理
を
し
な
い

こ
と
で
す
。
ま
ず
、
小
物
か
ら
変
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。
マ
フ
ラ
ー
、
手
袋
、
帽
子
、
例
え
ば

ス
ニ
ー
カ
ー
の
靴
ひ
も
か
ら
で
も
い
い
で
す
。

靴
屋
に
い
ろ
い
ろ
な
ひ
も
が
別
売
で
売
っ
て
い

ま
す
よ
。
ま
ず
は
、
一
つ
か
ら
変
え
ま
し
ょ
う
」

と
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
３
人
の

市
民
モ
デ
ル
さ
ん
を
例
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

―

　
30
代
男
性
、
ス
ー
ツ
姿
で
登
場
　―

　
「
普
段
、
上
着
は
仕
事
着
で
す
が
、
今
日
は

ス
ー
ツ
で
来
ま
し
た
」
と
い
う
男
性
で
す
。
好

印
象
を
持
た
れ
る
ス
ー
ツ
の
着
こ
な
し
方
を
教

え
て
も
ら
い
ま
す
。「
ス
ー
ツ
は
、
サ
イ
ズ
が

す
ご
く
大
事
で
す
。
全
体
的
に
サ
イ
ズ
は
合
っ

て
い
ま
す
ね
。
背
中
に
変
な
し
わ
が
で
る
と

合
っ
て
い
ま
せ
ん
。
肩
幅
は
、
ち
ょ
っ
と
大
き

め
だ
と
だ
ら
し
な
い
感
じ
に
な
り
ま
す
。
袖
丈

は
、
シ
ャ
ツ
の
袖
が
ス
ー
ツ
の
袖
か
ら
１
〜
1.5

セ
ン
チ
く
ら
い
で
出
る
の
が
よ
く
、
こ
の
方
は

シ
ャ
ツ
の
袖
丈
が
少
し
短
い
で
す
。
ベ
ル
ト
を

ス
ー
ツ
に
合
わ
せ
る
に
は
、
も
う
少
し
フ
ォ
ー

マ
ル
の
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。
パ
ン
ツ
の
裾
は
、

靴
を
履
い
て
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
す
る
く
ら
い
が

い
い
で
す
。
ス
ー
ツ
は
、
高
価
な
も
の
だ
と
お

直
し
で
き
る
の
で
、
自
分
の
お
気
に
入
り
の
お

店
を
探
す
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

今
年
は
、
流
行
色
が
カ
ー
キ
な
の
で
、
１
点

だ
け
カ
ー
キ
を
い
れ
て
み
る
と
オ
シ
ャ
レ
度
合

い
が
ア
ッ
プ
し
、
例
え
ば
、
上
着
だ
け
カ
ー
キ

の
ニ
ッ
ト
と
か
に
し
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
パ
ン
ツ
を
ロ
ー
ル
ア
ッ
プ
す
る
場
合
に

は
、
靴
を
ロ
ー
フ
ァ
ー
や
ブ
ー
ツ
に
し
て
み
る

の
も
オ
シ
ャ
レ
で
す
よ
！
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

―

　
70
代
男
性
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な

　
　
ス
ー
ツ
姿
で
登
場
　―

　
「
退
職
後
、
服
は
ほ
と
ん
ど
買
っ
て
い
ま
せ

ん
。
た
だ
、
お
腹
が
で
て
き
た
の
で
、
ズ
ボ
ン

だ
け
は
購
入

し
ま
し
た
。

清
潔
感
を
大

事
に
し
て
い

ま
す
」
と
い

う
男
性
で
す
。

「
清
潔
感
は
、

と
て
も
大
事

な
こ
と
で
す

ね
。
こ
の
方

は
、
赤
い
チ
ー

フ
が
オ
シ
ャ
レ
で
、
中
の
青
の
シ
ャ
ツ
も
い
い

で
す
。
よ
り
オ
シ
ャ
レ
に
な
る
ポ
イ
ン
ト
は
、

シ
ャ
ツ
を
タ
ー
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
す
る
、
ス
ト
ー

ル
を
使
う
、
ま
た
は
ム
ー
ト
ン
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
着
る
な
ど
、
１
点
だ
け
を
豪
華
に
す
る
の
が

い
い
で
す
。
す
る
と
、
全
体
が
映
え
ま
す
。
細

く
見
せ
た
い
な
ら
、
色
は
黒
や
紺
、
シ
ャ
ツ
は

ス
ト
ラ
イ
プ
が
お
す
す
め
で
す
。
全
部
を
１
度

に
変
え
る
の
で
は
な
く
、
何
か
１
つ
か
ら
変
え

て
み
て
く
だ
さ
い
」
画
像
映
像
を
見
て
、
ス
テ

キ
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
や
ス
ト
ー
ル
の

巻
き
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。

「
亭
主
改
造
計
画
」 

　
　
　
講
師 

池
上 

陽
子 

先
生

　

人
生
を
ス
テ
キ
に
生
き
て
い
る
人
は
ど
ん
な
人
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、外
見
も
内
面
も
オ
シ
ャ
レ
で
健
康
な
人
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
平
成
24
年
11
月
18
日
（
日
）、

市
民
実
行
委
員
が
企
画
し
た
第
26
回
こ
が
ね
い
パ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
、
ス
タ
イ
リ
ス
ト
の
池
上
陽
子
先
生
に
よ
る
「
亭
主
改
造
計
画
」、
山
田
接
骨
院
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
「
し
な
や
か
な
身
体
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
」
の
講
演
会
が
行
わ
れ
、
市
民
が
１
０
０
名
ほ
ど
集
ま
り
ま
し
た
。
今
回
の
こ
が
ね
い
パ
レ
ッ
ト
は
、
単
に
講
演
を

聞
く
だ
け
で
は
な
く
参
加
型
で
し
た
。
池
上
先
生
か
ら
は
、外
見
の
オ
シ
ャ
レ「
洋
服
の
着
こ
な
し
の
ポ
イ
ン
ト
」を
、山
田
接
骨
院
の
先
生
方
か
ら
は
、内
面
の
オ
シ
ャ

レ
「
正
し
い
姿
勢
や
簡
単
な
セ
ル
フ
ケ
ア
、
ス
ト
レ
ッ
チ
」
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ス
テ
キ
な
女
性
・
ス
テ
キ
な
男
性
〜
気
持
ち
も
体
も
美
し
く
、
オ
シ
ャ
レ
に
生
き
る
〜

第26回
こがねいパレット
第 26回

こがねいパレット

か
ら
だ
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―
　
会
場
の
30
代
男
性
、

　
　
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
私
服
姿
で
登
場
　―

　

帽
子
は
必
ず
か
ぶ
る
（
髪
を
整
え
な
く
て
も

い
い
か
ら
）、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
フ
ー
ド
つ
き
（
肩

幅
が
短
く
、
首
が
長
い
か
ら
）
な
ど
、
こ
だ
わ

り
を
も
っ
て
着
こ
な
し
て
い
る
男
性
で
す
。「
す

ご
く
ご
本
人
に
合
っ
て
い
て
つ
っ
こ
み
ど
こ
ろ

の
な
い
お
似
合
い
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
気

に
さ
れ
て
い
る
足
が
短
い
こ
と
を
カ
バ
ー
す
る

の
な
ら
、
ち
ょ
っ
と
底
の
高
い
ブ
ー
ツ
に
す
る

と
い
い
で
す
ね
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
「
フ
ァ
シ
ョ
ン
は
、
頑
張
り
過
ぎ
ず

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
小
金
井
の
人
は
オ
シ
ャ

レ
な
人
が
多
い
で
す
ね
！
と
言
わ
れ
る
と
い
い

で
す
ね
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

オ
シ
ャ
レ

で
あ
る
た
め

に
は
、
肝
心

の
身
体
が

シ
ャ
キ
と
す

る
こ
と
が
大

事
で
す
。
姿

勢
や
セ
ル
フ

ケ
ア
、
ス
ト

レ
ッ
チ
の
実

践
を
学
び
ま
し
た
。

―

　
よ
い
姿
勢
と
呼
吸
に
つ
い
て
　―

　
「
姿
勢
は
と
て
も
大
切
で
、①
ね
こ
背
姿
勢
、

②
腰
つ
き
出
し
姿
勢
、③
胸
つ
き
出
し
姿
勢
は
、

悪
い
姿
勢
で
す
。
良
い
姿
勢
と
は
、
耳
の
穴
、

肩
の
山
、
股
関
節
の
中
心
、
膝
の
お
皿
の
後
ろ
、

外
く
る
ぶ
し
が
一
直
線
に
な
る
こ
と
で
す
。
姿

勢
が
良
い
と
、
血
液
循
環
や
神
経
の
働
き
が
よ

く
な
り
、
身
体
が
緩
み
ま
す
。
悪
い
姿
勢
だ
と
、

肺
が
圧
迫
さ
れ
、
呼
吸
が
浅
く
な
り
、
リ
ン
パ

の
流
れ
が
悪
く
な
り
ま
す
。
大
事
な
の
は
呼
吸
。

よ
い
呼
吸
方
法
は
、
１
（
吸
う
）：
４
（
呼
吸

を
止
め
る
）：
２
（
吐
く
）
の
割
合
の
倍
数
で
す
」

と
先
生
の
解
説
で
、
会
場
の
参
加
者
が
３
：

12
：
６
の
呼
吸
方
法
を
実
践
し
ま
し
た
。
よ
い

呼
吸
が
、
リ
ン
パ
の
流
れ
を
よ
く
し
て
、
健
康

に
な
れ
る
そ
う
で
す
。

―

　
ス
ト
レ
ッ
チ
に
つ
い
て
　―

　
「
ス
ト
レ
ッ
チ
に
は
、①
筋
肉
の
緊
張
が
和
ら

ぐ
、②
血
液
循
環
の
改
善
、③
痛
み
の
緩
和
の
効

果
が
あ
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
は
、
痛
い
部
分

だ
け
で
な
く
、
必
ず
左
右
両
方
を
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

参
加
者
全
員
に
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
が
配
布
さ

れ
、
タ
オ
ル
を
使
っ
た
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
方

法
を
い
く
つ
か
実
践
し
ま
し
た
。

　

タ
オ
ル
を
縦
長
に
お
り
、
タ
オ
ル
の
端
を
両

手
で
持
ち
ま
す
。
腕
を
そ
の
ま
ま
前
に
伸
ば
し

水
平
に
右
に
移
動
、
15
秒
キ
ー
プ
。
次
に
、
左

に
同
じ
よ
う
に
し
て
15
秒
キ
ー
プ
。
次
に
、
腕

を
頭
上
に
伸
ば
し
、
そ
の
状
態
で
ゆ
っ
く
り
右

50
代
モ
デ
ル
が
欠
席
の
た
め
、

会
場
か
ら
飛
び
入
り
参
加

「
し
な
や
か
に

　
身
体
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
」　

　
講
師 

山
田
接
骨
院 

ス
タ
ッ
フ

に
倒
し
て
、
身
体
の
側
面
を
伸
ば
し
、
15
秒
キ
ー

プ
。
次
に
、
左
も
同
じ
よ
う
に
し
て
15
秒
キ
ー

プ
。
タ
オ
ル
を
も
つ
手
の
位
置
を
少
し
内
側
に

す
る
と
、
側
面
の
伸
び
る
位
置
が
違
う
の
が
わ

か
り
ま
す
。
他
に
も
ス
ト
レ
ッ
チ
を
習
い
、
効

　
で
き
れ
ば
、
年
齢
を
重
ね
て
も
ス
テ
キ

な
女
性
で
い
た
い
も
の
で
す
。
外
見
が
オ

シ
ャ
レ
で
、
内
面
も
健
康
な
人
か
ら
あ
ふ

れ
で
て
く
る
美
し
さ
は
、
ス
テ
キ
だ
と
思

い
ま
す
。
　

　
池
上
先
生
の
講
座
で
は
、
一
度
に
全
部

を
変
え
る
の
は
難
し
い
の
で
、
ま
ず
は
一

部
か
ら
変
え
る
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

筆
者
も
教
わ
っ
た
ス
ト
ー
ル
の
巻
き
方
を

実
践
、
ま
た
、
カ
ー
キ
の
ス
カ
ー
ト
も
買
お

う
と
思
い
ま
し
た
。
山
田
接
骨
院
の
先
生

こ
が
ね
い
パ
レ
ッ
ト
に
参
加
し
て

果
的
な
の
は
、
体
が
温
ま
っ
て
い
る
お
風
呂
上

り
や
運
動
を
し
た
後
が
い
い
と
教
わ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
質
問
も
た
く
さ
ん
出
て
、
参
加
者

の
意
識
の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

方
か
ら
教
わ
っ
た
呼
吸
方
法
は
、
毎
日
実

践
し
て
い
ま
す
。
よ
い
呼
吸
が
リ
ン
パ
の

流
れ
を
よ
く
し
て
、
健
康
に
な
れ
る
と
は
、

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
タ
オ
ル
体
操
も
毎

日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
（
笑
）、
実
践
し
て

い
ま
す
。
持
つ
タ
オ
ル
の
長
さ
で
側
面
の

伸
び
る
位
置
が
違
う
の
も
面
白
く
、
身
体

を
伸
ば
す
こ
と
で
、
身
体
が
少
し
ず
つ
軽

く
な
る
の
を
感
じ
ま
す
。

　
年
齢
を
重
ね
る
と
、
ど
う
し
て
も
新
た

に
始
め
る
こ
と
は
、
面
倒
な
も
の
。
無
理

を
せ
ず
、
少
し
ず
つ
実
践
し
て
、
外
見
の

オ
シ
ャ
レ
と
身
体
の
健
康
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
高
）

男女平等に関する
市民意識調査報告書のご案内

　市では、「第３次行動計画　個性が
輝く小金井男女平等プラン」の計画期
間が平成２４年度に満了となるため、
平成２５年度以降の新たな計画の策定
に向け、今後の男女共同参画施策に反
映させることを目的に、本調査を実施
しました。
　本調査結果は、市のホームページな
どで公開されていますので、是非ご覧
ください。

【調査地域】
【調査対象】

【調査期間】

【市ホームページURL】
https://www.city.koganei.lg.jp/kak
uka/kikakuzaiseibu/danjyokyodos
ankaku/shiryou/danjyo_shimincho
sa24.html

小金井市全域
住民基本台帳から無作為
抽出した市内在住の 18 歳
以上の男女 2,000 人
平成 24年２月 27日～
　　　　　　３月 21日

か

ら

だ
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編
集
後
記

今
回
は
、
と
て
も
楽
し
い
企
画
ば
か
り
で
し

た
。「
か
た
ら
い
」
も
少
し
ず
つ
、
面
白
く

な
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。

（
佐
藤
百
合
子
）

市
内
に
約
２
，
０
０
０
人
の
外
国
人
が
住
ん

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。外
国
人
も
日
本
人

も
、
女
も
男
も
、
我
ら
地
球
人
と
し
て
生
き

生
き
と
暮
ら
し
た
い
も
の
で
す
。

（
加
藤
由
喜
枝
）

今
回
初
め
て
の
編
集
委
員
デ
ビ
ュ
ー
で
す
。

新
し
い
農
業
経
営
を
模
索
し
、
実
践
し
て
い

る
「
体
験
型
市
民
農
園
」。そ
こ
か
ら
育
ち
、

大
き
く
広
が
る
こ
れ
か
ら
の
ロ
ー
カ
ル
農

業
経
営
の
あ
り
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
取

材
で
し
た
。

（
吉
田
孝
）

パ
レ
ッ
ト
講
演
会
で
教
わ
っ
た
呼
吸
法
を

や
っ
て
健
康
に
な
れ
た
気
が
し
ま
す
。も
っ

と
多
く
の
市
民
の
方
に
講
演
会
を
聞
い
て

ほ
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。（

高
島
佐
保
子
）

今
回
も
様
々
な
市
民
の
方
々
に
お
会
い
し
、

お
話
し
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
男
女
共
同
参
画
室
）

古
紙
を
配
合
し
て
い
ま
す
。 「かたらい」は、公募による市民編集委員が、企画・取材・執筆を行っています。

夫婦・恋人との関係は対等ですか？

《
Ｄ
Ｖ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
》

◎
配
偶
者（
パ
ー
ト
ナ
ー
）や
恋
人
は…

□
嫉
妬
深
く
独
占
欲
が
強
い
で
す
か

□
あ
な
た
が
実
家
に
帰
っ
た
り
、
友
人

と
会
う
こ
と
を
嫌
が
り
ま
す
か

□
あ
な
た
が
ほ
か
の
異
性
と
浮
気
を
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
い
ま
す

か
□
あ
な
た
が
ど
こ
で
何
を
し
て
い
る
か

を
気
に
し
、
ど
こ
に
行
っ
た
か
を
い

ち
い
ち
報
告
さ
せ
ま
す
か

□
あ
な
た
が
何
か
す
る
度
に
、
自
分
の

許
可
を
と
ら
せ
ま
す
か

□
暴
力
を
お
酒
や
、
ス
ト
レ
ス
の
せ
い

に
し
ま
す
か

□
あ
な
た
を
「
も
の
」
や
所
有
物
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か

□
自
分
の
好
み
に
合
わ
せ
て
あ
な
た
が

態
度
や
考
え
方
を
変
え
る
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
す
か

□
あ
な
た
の
持
ち
物
を
壊
し
た
り
、ペ
ッ

ト
を
い
じ
め
た
り
し
ま
す
か

□
あ
な
た
あ
て
の
手
紙
を
勝
手
に
開
封

し
た
り
、
携
帯
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か

◎
あ
な
た
は
・
・
・

□
い
つ
も
受
身
で
、
絶
望
感
に
お
そ
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

□
相
手
の
機
嫌
を
損
ね
る
こ
と
を
恐
れ

意
見
が
食
い
違
う
事
が
怖
い
で
す
か

□
相
手
が
怒
る
の
は
自
分
に
非
が
あ
る

か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
か

□
自
分
さ
え
我
慢
し
て
い
れ
ば
二
人
の

関
係
は
う
ま
く
い
く
と
思
っ
て
い
ま

す
か

□
相
手
が
束
縛
し
た
が
る
の
は
、
自
分

の
こ
と
を
愛
し
て
い
る
か
ら
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
か

　ドメスティックバイオレンス（ＤＶ）とは、夫婦や恋人など親密な
関係にある人（あった人）への暴力のことです。ＤＶは、なぐる、
けるなど身体への暴力に限らず、言葉や態度によるさまざまな形で
現れます。
　親しい関係の間で起こるため、実際はＤＶを受けているのに認識
できず問題が潜在化することもあります。ＤＶは喧嘩ではなく人権侵

害です。「どんな場合でも暴力は許さない」という意識が大切です。
　少しでも疑問に感じていることがあれば、チェックシートで一度確
認してみましょう。
　チェックの数が多い場合でも、すべてがＤＶに結びつくとは限り
ませんが、対等にお互いを尊重しあっている関係かどうかチェック
シートを通じて考えてみませんか。

男
女
平
等
に
関
す
る「
苦
情
」・「
相
談
」の
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

申
し
出
の
費
用
は
無
料
で
す
。秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
市
が
実
施
し
て
い
る
施
策
に
男
女
差
別
が
見
ら
れ
る
場
合
の
苦
情
や
、
市
民
生
活
を
営
む
上
で
性

別
に
よ
る
差
別
的
な
扱
い
を
受
け
た
場
合
の
人
権
侵
害
に
よ
る
相
談
に
つ
い
て
申
し
出
が
で
き
ま
す
。

　
相
談
内
容
に
応
じ
て
、市
は
当
該
機
関
等
の
調
査
を
し
た
り
、説
明
を
求
め
、助
言
、指
導
、是
正
の

要
請
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、苦
情
を
公
平
に
適
切
か
つ
迅
速
に
処
理
す
る
た
め
、専
門
知
識
の
あ
る
男
女
平
等
苦
情
処
理

委
員
が
苦
情
処
理
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
苦
情
処
理
窓
口
】
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室　

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
４
２
ー
３
８
７
ー
９
８
５
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
２
ー
３
８
７
ー
１
２
２
４

　

住　

所　

小
金
井
市
本
町
６
ー
６
ー
３

男女平等に関する苦情処理のしくみ

市民（市内在住・在勤・在学）

申出書

③回答 ①報告 Ⓐ調査

資料提出
説明

Ⓑ助言
　指導
　是正勧告②意見

（助言・指導
・是正勧告）

連
携

連
携

苦情処理窓口 (小金井市企画財政部企画政策課男女共同参画室 )
来庁・電話・FAX・郵送等による苦情の申出・相談

市　　　長 女性総合相談等
関係機関

市所管課
当該苦情関係機関等

苦情処理委員

男女平等推進審議会 ※ⒶⒷは必要に応じて対応します

○市が実施する男女平等や、男女
共同参画にかかわる施策への
苦情（例：○○審議会委員の男
女の割合が偏っている・公文
書に差別表現がある）

○性別によって、差別や不利
益を受けた場合などの人権
侵害による相談（例：セクハ
ラがあるのに、会社が対策を
講じようとしない）

○日常生活のいろいろな悩
み相談（自分自身の生き
方・配偶者等からの暴力・
離婚･仕事・子ども・近所
づきあい等）

申出者
小
金
井
市
男
女
共
同
参
画
情
報
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